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嫌いな食べ物がある理由を知って下さい。

子どもは苦みや酸味、臭みがあるものを本能的に食べないようにできています。
何故かというと、毒や腐ったものを食べないための防御機能（原始反射）なのです。
だから、以下にあげる食べ物は子どもたちの苦手な食べ物代表格になるんです。
※この防衛機能（原子反射）は年齢と共になくなり環境、経験などで発達をしてきます。

①ゴーヤやピーマンなどの苦い食材
②トマトや酢の物などの酸味のあるもの
③レバーやきのこ類などの匂いがあるもの

もう一つ苦手になる原因として食感があります。
これは、子どもはまだ乳歯だったり口腔内が未発達なので、口の中で食事をうまく処理できないの
が原因です。以下の物はそれが理由で苦手かもしれません。

①なすやトマトなど、食感が曖昧もしくはジュレ状
②食パンの耳など水分量が少ないモサモサしたもの

今回は、この食感にスポットを当てておすすめメニューを紹介します。
食感をアップさせることで（適度な歯ごたえ）、「ムシャムシャゴックン」と噛んで飲み込む動き
が促進されるのです。

食育の食べることへの“安心感”が食事の幅を広げます。

すみれ園の子どもたちも、野菜嫌いの子どもや決まったものしか食べない子どもたちも多く、
食事のことで悩まれている保護者も少なくありません。
子どもたちが食べることへの学び場として「食育」に取り組んでいます。
食育は、「子どもの健康維持」「家族や友達と一緒に食べる」「食を知る」、ということにつながっていま
す。

＜すみれ園での食育に対する取り組みの1つであるクッキング活動を紹介します！＞

保育士と子どもたちが一緒に畑で育てた野菜を自分で収穫し、その食材を使って目の前で料理をします。
どんな料理ができるんだろう…どんな色かな、味かな…？子どもたちの頭の中は、わくわくでいっぱいです。
お友だちと一緒に食材を育て、収穫し自分たちで料理をすることで、その成り立ちが分かります。分かるこ
とが安心につながり普段口にすることが難しい子どもでも不思議と“パクっ”と食べている姿を多く見かけま
す。
誰かと一緒に、そしてつながりが見える、それが子どもの食事への“安心感”につながります。
子どもの食事への安心感は、1人ではつくれません。周りのみんなで一緒につくっていきたいですね。

そしてやはり食べることが大好き！おなか一杯食べたら幸せ と、
食べることが好きになることが一番大切です。
ついつい、食べさせようと力が入ってしまいがちですが、大抵のお子さんは成⾧や様々な発達と共に
食事の幅も広がっていくことの方が多いです。
食事について難しさを持っているからこそ、笑顔の食事時間を作ることも大切ですよ！

子どもが食べたくないものを「嫌い」と
伝えることは、とても大切なこと。
我慢をさせて食べさせ続けるとストレス
になり食べること自体が嫌いになること
だってあります。
嫌いなものがあることの方が自然なんだ
と、思うことで気負わず子どもの成⾧を
見守りたいですね
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〈材料〉
(大人１人分/子ども２人分)

・れんこん １本程度
・油(揚げ用) 適量
★濃口醤油 ５ｇ
★三温糖 ５ｇ
★料理酒 ５ｇ

①れんこんは皮をむき、２ｍｍ程度の薄切りにして水にさらしておく。
②水気を拭き取って、れんこんがカリっとするまで油で揚げる。
③★の調味料を小鍋に入れて少しとろみがでる程度まで煮詰める。
④揚げたれんこんをボウルに入れて★の調味料を少しずつ上からかけて
れんこんに絡むように混ぜて完成☆彡
(※味見しながら調味料は調整してください)

◎シンプルな塩味もおすすめです！
◎れんこんをごぼうに代えてもおいしいです！

今回紹介するポイントは…“食感”！

自宅でもできるワンポイントアドバイスとして、
口の中で「カリカリ」「シャキシャキ」などの歯ごたえやアクセントがあると、
子どもが食べるきっかけの１つになります。

★野菜の『食感』を活かそう！
もやしやきゅうり、小松菜を入れることで食感がアップ
もやし…春雨サラダに入れるとよいアクセントになります☆
小松菜…煮物や味噌汁に刻んで入れる☆
きゅうり…千切りよりも輪切りの方が食感がでます☆

また、ひと手間ではありますが素揚げすることで
野菜でも、子どもの食べ進めがアップ します！
秋の食材では、れんこんやごぼうがおすすめです♪

れんこんのからあげ

〈材料〉
(大人１人分/子ども２人分)

・鶏ミンチ 80ｇ
・れんこん 50ｇ
・玉葱 20g
・豆腐 30g
・片栗粉 適量
・油 適量
★濃口醤油 ５ｇ
★三温糖 ５ｇ
★料理酒 2.5ｇ
片栗粉 適量
水 適量

れんこんの肉団子
①れんこんは皮をむき、粗いみじん切りにする。
(粗めのほうが食べたときに食感でます♪)

②玉葱もみじん切りにし、豆腐は水切りしておく。
③ボウルに鶏ミンチ・れんこん・玉葱・豆腐を
入れてよく混ぜる。

④片栗粉を入れて、柔らかさを調整して、
食べやすい大きさに成形する。

⑤フライパンに油をひいて、両面しっかり焼く。
⑥１度肉団子を取り出し、★の調味料を煮詰めて、
水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑦再度、肉団子を入れて調味料に絡ませて完成☆彡
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8月17日 地域貢献事業をおこないました。

活動報告

地域の子どもたちに交流を通して、障がいのある方の生活や活動を知ってもらい福祉に興味を持ってもらうこと
を目的に８月１７日（土曜日）「夏やすみ木工ワークショップインさいふえん」を開催しました。１４名の子ども
たちが参加し、利用者さんと車いすボッチャや木工体験を行いました。相手を思いやるやさしい場面や素敵な笑顔
もたくさんみられました。ボランティアさんや放課後等デイサービス「エルロン」さんも参加し、楽しい交流会に
なりました。 （宰府園副施設⾧ 吉福）

9:00 受付開始（ホール）
9:30 開会（挨拶、オリエンテーション）

２グループに分かれる（①、②）
9:45 グループ毎に移動する
9:50 体験・交流

①グループはホールで車いすボッチャ交流
②グループは木工作業場で鉛筆立てづくり

10:40 移動
①グループは木工作業場で鉛筆立てづくり
②グループはホールで車いすボッチャ交流

11:30 全員ホールに集合
11:40 閉会（振り返り、挨拶、修了証渡し）
12:00 終了解散

8月24日 法人研修にとりくみました。

「事業計画を意識し法人運営を推進する」をテーマに、
現場での実践が「法人事業計画」と、どう繋がってい
るのか？法人のコンセプトをどう実現させるのか？そ
の理解を促進することを目的に開催しました。
宰府福祉会には入職して日の浅い職員から役職者ま

で、職員の業務に関する理解には、様々な段階があり
ます。それぞれの段階での発表が、より良い支援をし
たいと挑戦する姿や現在法人が抱えている課題を物
語ってくれました。そうした業務に対する向き合い方
や実践を共有し、活かしつつ、新たに見えてきた課題
にどう取り組んでいくか、今後も考えていきたいと思
います。
また、毎年、多くの法人職員が一堂に会する研修会

の機会には、永年勤続表彰式も行っています。職員の
永年（5年・10年・20年・30年・40年）にわたる誠実
な勤務が評価をされる機会です。今年は規定の改定も
あり、表彰対象者は26名にも上りました。改めて多く
の職員が法人を支えていることを実感しました。

（本部マネージャー 開）

今回の人権擁護研修では、前半に、法人各事業所で
行った第三者委員巡回の報告、後半に虐待防止研修を
行いました。
虐待防止研修では「権利擁護」、「合理的配慮」、

「虐待」など6つのテーマで話し合い、日々の支援の
中に虐待につながるきっかけがたくさんあること、契
約やルールを守った支援をする事などを全体で確認し
ました。
近年、障がい児者に対する虐待のニュースが後を
絶たちません。私たちはこれからも虐待をしない・
させないことはもちろん、目の前の利用児者やご家
族、地域の想いに寄り添い続けていきます。

（人権擁護統括委員⾧ 岡田）

木工体験での鉛筆立てづくり 車いすボッチャの様子

閉会での振り返りの様子
受付の様子

理事⾧講話

グループワークの様子 実践発表の様子 永年勤続表彰式3



法人施設経営のこと

今、社会全体を見れば、少子高齢化や人口減少、共
同体機能の脆弱化などにより、社会は大きな転換点を
迎えています。加えてコロナやウクライナ侵攻などを
原因とした物価高騰は生活者に大きな影響を与えてい
ます。また法人内に目を向ければ、高齢化・重度化、
緊急時の対応等、家庭環境の変化、社会の変化に伴っ
て一人ひとりが求めるもの、地域のニーズも複雑、多
様化してきています。そのような変化の時代にあって、
社会福祉法人が果たすべき役割、責任は何か。各種会
議等で意見交換、検討を進めています。
社会福祉法人宰府福祉会は、社会からの負託を受け、

この筑紫圏域を中心に「障がい福祉サービス」を提供
させていただいています。これからも障がいのある方
の自立を支援するため、更に地域福祉を推進し、地域
共生社会実現のため、安定した経営基盤の確立と人材
の確保、定着を図り、サービスの充実に努めていく所
存です。
現在、「地域生活支援センター」の工事が着々と進

んでいます。「障がい福祉の充実と共生社会の推進～

合理的配慮の提供が義務化されました

法律のこと

いつでも気軽に利用できる福祉サービス～」を法人の
コンセプトとし、子どもから高齢者、障がいが重い方
まで地域で安心して生活を継続できるように、少しず
つ環境、体制を整備しています。
今後は、このセンターを中心に、各拠点が連携・協

力し障がいのある方の地域生活を支えていきます。入
所施設である宰府園は入所者の支援はもちろんのこと、
セーフティネットとしての機能と同時に、本人の意向
を確認しながら地域への移行も進めて
いきます。すみれ園は、児発センター
という地域の中核的な施設として、
施設が有する専門機能を生かした
役割・機能を果たしていきます。
やまもも、ゆり工房、にじも支援
体制を維持し、障がいの重度化等に
対応しながら、利用児者のウェルビ
ーイングの実現に取り組んでいきます。

（理事 中村）

宰府府福祉会の今と未来

合理的配慮って？
分かりやすく説明して 「合理的配慮」とは、障がいのある人が、仕事や学校お店な

どで、他の人と同じように生活できるように、必要なサポー
トをすることです。例えば、飲食店で「車いすのまま着席し
たい」との申し出に、備え付けの椅子を片付けることがそれ
にあたります。

どうして、合理的配慮
が義務化されたの？ 障がいのある方も健常の方と同様に社会へ出て色々なことを

やってみたい思いがあります。それを実現できるよう国は障が
いの有無に関わらず、平等に社会参加が出来るように合理的配
慮を義務化する法律を作りました。車いす用のスロープとか聴
覚障がい者への筆談などがそれにあたります。

上の図を見てください。家族で動物園に来ているけれども、「配慮がない状態」では左側の人し
か動物が見えない。では3つしかない台を「平等」に配ると、2人は見えるけど右側の人はやっ
ぱり見えない。でも、「合理的配慮」ではその人が動物を見ることが必要な人に必要な分の台を
渡すことで、3人が同じように動物を見ることが出来ている。これが合理的配慮の考え方なんだ。

合理的配慮配慮がない
状態

平等 詳しくは↓を参照
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「wakatake」に関する質
問やご要望、ご意見など

皆様の声、聞かせてください！
下のQRコードよりgoogleフォーム
に記入お願いします。。

わかたけ第40号
社会福祉法人宰府福祉会 法人本部事務局福岡県太宰府市大佐野761-1 発行責任者：草本武俊 編集委員会

今月号より思い切ってデザイン
や構成を変更しました。手に取っ
て見て頂きたい、地域の皆様にお
役に立てるような発信をしたいと
いう思いで10月号を作り上げまし
た。
デザインは変わったとしても、

大切なことは何も変わりません。
今後も進化していきたいと思いま
すのでよろしくお願いします。

（広報委員⾧ 鶴留）

『編集後記』

公益財団法人JKAの実施する「公益事業振興補助事業」に補助金を申請し、受託されました。宰府園で木工品を中
心に加工するレーザー加工機のバージョンアップのためです。
レーザー加工機にデザインを取り込むために必要なパソコン

と、レーザー加工機本体のガス交換を実施しました。
8月から『新』レーザーが稼働しています。太宰府市はじめ

周辺行政からの啓発品、個人事業主の方などからも多くの注
文を頂き、フル活用しています。公益財団法人JKA様をはじめ
ご協力を賜りました関係者各位に対し、謹んで感謝の意を
表します。ありがとうございました。

（さいふ管理者 大内田美津子）
レーザー加工品
啓発物品（行政からの受注）

レーザー加工機
コントロールボード

公益事業振興補助事業が受託されました。

宰府福祉会の

「いま」
が見える

社会福祉法人 宰府福祉会 ホームページ

https://saifu-fukushikai.com

支援員・保育士・事務員募集中
私たちと一緒に働きませんか？？？

興味をもたれた方は、ホームページ「求人情報ページ」へGO
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